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「
ワ
ン
チ
ー
ム
こ
じ
ま
」　
95
日
の
航
程
を
無
事
に
完
遂
　
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
５
年
ぶ
り
開
催
　
関
係
各
国
と
共
同
訓
練
も

海
上
保
安
大
学
校
練
習
船｢

こ
じ
ま
」

練
習
船｢
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じ
ま｣

最
後
の
遠
洋
航
海
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海
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保
安
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 政

策
評

価
広

報
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本

誌
掲

載
の

写
真

、
イ

ラ
ス

ト
及

び
記

事
の

無
断

転
載

を
禁

じ
ま

す
。

海難や悪質･巧妙化する密輸･密航等の事犯に迅速かつ的確に対応する
ため､平成12年から導入された緊急通報用電話番号です。　

油の排出等を発見したとき

海の｢事件・事故｣は118番!

事前登録制
無 料

｢いつ｣｢どこで｣｢なにがあったか｣などを簡潔に落ち着いて通報してください。
GPS機能を「ON」にした携帯電話で通報すると、正確な位置の把握につながります。

右のコードを読み取る、
または entry@net118.jp

手順に従い事前登録をお願いします。

通報のポイント

＼ 聴覚や発話に障がいがある方へ ／ NET118

海難､人身事故に
遭遇した、または
目撃したとき

密漁･密輸･密航事犯等の
情報を得たとき

油の排出等を
発見したとき

不審船､漂流･
漂着木造船を
発見したとき

に空メールを送信し､返信されたメールの案内
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海
上
保
安
庁
新
長
官
に
瀬
口
氏

令
和
６
年
７
月
１
日
、
石
井
昌
平
前
海
上
保
安
庁
長
官
が
退
任
し
、
瀬
口
良
夫
新
海
上
保
安
庁
長
官
が
就
任

し
ま
し
た
。

現
場
出
身
者
の
長
官
就
任
は
、
２
年
ぶ
り
５
人
目
と
な
り
ま
す
。

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
に
あ
る
中
央
合
同
庁
舎
第
３
号
館
に
お
い
て
海
上
保
安
庁
長
官
交
代
式
が
行
わ

れ
、
石
井
前
長
官
か
ら
瀬
口
新
長
官
へ
庁
旗
の
引
継
ぎ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
行
わ
れ
た
長
官
就
任
記
者
会
見
で
は
、｢

海
上
保
安
庁
は
、『
正
義
仁
愛
』
の
精
神
を
改
め
て
肝
に
銘

じ
な
が
ら
、
日
本
の
海
の
安
全
と
秩
序
を
守
り
抜
き
、『
平
和
で
美
し
く
安
全
な
海
』
を
次
世
代
に
継
承
し
て

ま
い
り
ま
す｣

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
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22

斉
藤
国
土
交
通
大
臣
が

石
垣
海
上
保
安
部
な
ど
を
視
察

令
和
６
年
６
月
26
、
27
日
、
斉
藤
国
土
交
通
大
臣
は
、
第
十
一
管
区
海
上
保
安
本
部
管
内
の
石
垣
海
上
保
安

部
及
び
石
垣
航
空
基
地
を
視
察
し
ま
し
た
。

石
垣
海
上
保
安
部
で
は
、
尖
閣
諸
島
周
辺
の
現
場
最
前
線
で
領
海
警
備
に
あ
た
る
巡
視
船
「
や
え
や
ま
」
船

内
の
視
察
を
行
う
と
と
も
に
、
石
垣
島
の
高
台
か
ら
船
艇
基
地
全
体
を
視
察
し
ま
し
た
。

石
垣
航
空
基
地
で
は
、
航
空
機
や
最
新
の
機
材
に
加
え
、
機
動
救
難
士
に
よ
る
訓
練
等
を
視
察
し
ま
し
た
。

斉
藤
国
土
交
通
大
臣
は
、
職
員
に
対
し
「
緊
張
の
糸
が
張
り
詰
め
る
よ
う
な
過
酷
な
環
境
も
多
々
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
島
民
の
皆
さ
ん
、
ひ
い
て
は
日
本
国
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
、
一
致
団
結
し
て

任
務
を
果
た
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

石井前長官(右)から瀬口新長官(左)へ庁旗引継ぎ

長官就任会見

巡視船「やえやま」を視察する斉藤国土交通大臣

1

機動救難士の訓練を視察する斉藤国土交通大臣

海上保安大学校練習船｢こじま」

「ワンチームこじま」　95日の航程を無事に完遂
レセプション５年ぶり開催　関係各国と共同訓練も

C O N T E N T S

2024 AUTUMN

Vol.98

P H O T O  G R A V U R E

1 海上保安庁新長官に瀬口氏
1 斉藤国土交通大臣が石垣海上保安部などを視察
2 海上保安庁初の女性潜水士が誕生！
2 豪雨災害で孤立した要救助者２人を救助

名古屋港海上交通センター運用開始30周年3

3 海の事故ゼロキャンペーンの実施について

4 特集  

練習船｢こじま｣最後の遠洋航海

12

裏表紙

海の｢事件・事故｣は118番!
海上保安庁音楽隊 第30回定期演奏会
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プール実習での呼吸停止訓練

海
上
保
安
庁
初
の

女
性
潜
水
士
が
誕
生
！

Photo Gravure

44

豪
雨
災
害
で
孤
立
し
た

要
救
助
者
２
人
を
救
助

かいほジャーナル 98号 2

海上保安大学校で潜水研修を修了した「濵地 多実」航海士補が、令和６年８月１日付で長崎海上保安部巡視船「で
じま」潜水士として発令され、当庁初の女性潜水士が誕生しました。

濵地航海士補は、映画『海猿』の中で潜水士が活躍している姿を見て、潜水士になることを志しました。潜水士
になるためには、各管区で実施される選考会を通過し、約２か月間の厳しい研修を修了する必要があります。濵地
航海士補は、これらの関門を見事突破し、潜水士になることが出来ました。

令
和
６
年
７
月
末
、
山
形
県
な
ど
で
線
状
降
水
帯
が
停
滞
し
、
記
録
的
な
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。
同
年
７

月
26
日
午
前
10
時
頃
、
山
形
県
災
害
対
策
本
部
か
ら
同
県
最
上
郡
戸
沢
村
で
発
生
し
た
孤
立
者
の
救
助
協
力

要
請
が
あ
り
、
第
二
管
区
海
上
保
安
本
部
災
害
対
策
本
部
は
、
機
動
救
難
士
同
乗
の
航
空
機
を
現
場
へ
急
行

さ
せ
、
同
日
午
前
11
時
５
分
頃
、
要
救
助
者
２
名
を
吊
上
げ
救
助
し
、
同
県
新
庄
市
に
あ
る
東
山
公
園
に
て

救
急
隊
へ
引
継
ぎ
ま
し
た
。

Photo Gravure

55

名
古
屋
港
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

運
用
開
始
30
周
年

Photo Gravure

66

海
の
事
故
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

実
施
に
つ
い
て

3

令
和
６
年
７
月
15
日
、
名
古
屋
港
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
は
運
用
開
始
か
ら
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の

節
目
に
あ
た
り
同
年
６
月
26
日
、
灘
波
陽
子
所
長
が
、
地
元
関
係
団
体
か
ら
の
要
望
を
受
け
て
開
所
し
た
当

セ
ン
タ
ー
の
歴
史
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
名
古
屋
商
工
会
議
所
の
若
手
経
営
者
の
方
々
に
対
し
「
海

の
安
全
を
守
る
〜
一
女
性
海
上
保
安
官
の
歩
み
」
と
題
し
、
記
念
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
７
月
27
日
に
は
地
元
の
子
供
た
ち
を
招
待
し
て
ラ
ジ
オ
工
作
教
室
、
８
月
に
は
夏
休
み
期
間
を
利
用

し
た
海
上
保
安
業
務
に
関
す
る
個
別
説
明
会
を
初
開
催
し
た
ほ
か
、
11
月
１
日
の
灯
台
記
念
日
に
は
地
元
の

小
学
生
を
招
待
す
る
な
ど
の
一
般
公
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

機動救難士の降下

はまち　　 たみ

長崎海上保安部で実施された辞令交付式

吊上げ救助準備（一部写真を加工しています） 救急隊引継ぎ場所へ到着（一部写真を加工しています）

記念講話中の灘波所長

名古屋商工会議所 若鯱会（若手経営者）の皆様 ラジオ工作教室

海上安全指導員と連携した安全指導の様子

海上安全教室の様子

令和６年７月16 日～31 日までの間、「海難ゼロへの願い」をテーマに、官民一体となって海の事故ゼロキャンペー
ンを実施しました。期間中は、海上やマリーナ等において小型船舶の船長等に対し、ライフジャケットの常時着用
や発航前検査の徹底、適切な見張りの徹底などについて安全指導を実施したほか、海難防止講習会や小中学校等で
の海上安全教室において安全教育を行うなど、全国各地で積極的に海難防止啓発活動を実施しました。



Photo Gravure

33

プール実習での呼吸停止訓練

海
上
保
安
庁
初
の

女
性
潜
水
士
が
誕
生
！

Photo Gravure

44

豪
雨
災
害
で
孤
立
し
た

要
救
助
者
２
人
を
救
助

かいほジャーナル 98号 2

海上保安大学校で潜水研修を修了した「濵地 多実」航海士補が、令和６年８月１日付で長崎海上保安部巡視船「で
じま」潜水士として発令され、当庁初の女性潜水士が誕生しました。

濵地航海士補は、映画『海猿』の中で潜水士が活躍している姿を見て、潜水士になることを志しました。潜水士
になるためには、各管区で実施される選考会を通過し、約２か月間の厳しい研修を修了する必要があります。濵地
航海士補は、これらの関門を見事突破し、潜水士になることが出来ました。

令
和
６
年
７
月
末
、
山
形
県
な
ど
で
線
状
降
水
帯
が
停
滞
し
、
記
録
的
な
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。
同
年
７

月
26
日
午
前
10
時
頃
、
山
形
県
災
害
対
策
本
部
か
ら
同
県
最
上
郡
戸
沢
村
で
発
生
し
た
孤
立
者
の
救
助
協
力

要
請
が
あ
り
、
第
二
管
区
海
上
保
安
本
部
災
害
対
策
本
部
は
、
機
動
救
難
士
同
乗
の
航
空
機
を
現
場
へ
急
行

さ
せ
、
同
日
午
前
11
時
５
分
頃
、
要
救
助
者
２
名
を
吊
上
げ
救
助
し
、
同
県
新
庄
市
に
あ
る
東
山
公
園
に
て

救
急
隊
へ
引
継
ぎ
ま
し
た
。

Photo Gravure

55

名
古
屋
港
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

運
用
開
始
30
周
年

Photo Gravure

66

海
の
事
故
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

実
施
に
つ
い
て

3

令
和
６
年
７
月
15
日
、
名
古
屋
港
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
は
運
用
開
始
か
ら
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の

節
目
に
あ
た
り
同
年
６
月
26
日
、
灘
波
陽
子
所
長
が
、
地
元
関
係
団
体
か
ら
の
要
望
を
受
け
て
開
所
し
た
当

セ
ン
タ
ー
の
歴
史
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
名
古
屋
商
工
会
議
所
の
若
手
経
営
者
の
方
々
に
対
し
「
海

の
安
全
を
守
る
〜
一
女
性
海
上
保
安
官
の
歩
み
」
と
題
し
、
記
念
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
７
月
27
日
に
は
地
元
の
子
供
た
ち
を
招
待
し
て
ラ
ジ
オ
工
作
教
室
、
８
月
に
は
夏
休
み
期
間
を
利
用

し
た
海
上
保
安
業
務
に
関
す
る
個
別
説
明
会
を
初
開
催
し
た
ほ
か
、
11
月
１
日
の
灯
台
記
念
日
に
は
地
元
の

小
学
生
を
招
待
す
る
な
ど
の
一
般
公
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

機動救難士の降下

はまち　　 たみ

長崎海上保安部で実施された辞令交付式

吊上げ救助準備（一部写真を加工しています） 救急隊引継ぎ場所へ到着（一部写真を加工しています）

記念講話中の灘波所長

名古屋商工会議所 若鯱会（若手経営者）の皆様 ラジオ工作教室

海上安全指導員と連携した安全指導の様子

海上安全教室の様子

令和６年７月16 日～31 日までの間、「海難ゼロへの願い」をテーマに、官民一体となって海の事故ゼロキャンペー
ンを実施しました。期間中は、海上やマリーナ等において小型船舶の船長等に対し、ライフジャケットの常時着用
や発航前検査の徹底、適切な見張りの徹底などについて安全指導を実施したほか、海難防止講習会や小中学校等で
の海上安全教室において安全教育を行うなど、全国各地で積極的に海難防止啓発活動を実施しました。
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特 集 海上保安大学校練習船｢こじま」

練習船｢こじま｣
最後の遠洋航海
「ワンチームこじま」　95日の航程を無事に完遂
レセプション5年ぶり開催　関係各国と共同訓練も

練
習
船「
こ
じ
ま
」と
は

海
上
保
安
大
学
校
の
練
習
船
「
こ
じ
ま
」
は

平
成
５
年
３
月
に
就
役
し
た
総
ト
ン
数
２
，９
５

０
ト
ン
、
全
長
１
１
５
メ
ー
ト
ル
の
練
習
船
で
、

平
成
６
年
か
ら
、
世
界
一
周
の
遠
洋
航
海
を
27

回
行
い
、
数
多
く
の
海
上
保
安
庁
幹
部
を
育
成

し
て
き
た
。
新
た
な
練
習
船
「
い
つ
く
し
ま
」

就
役
に
伴
い
、
今
回
が
最
後
の
遠
洋
航
海
と
な
っ

た
が
、
今
後
は
海
上
保
安
学
校
（
京
都
府
舞
鶴
市
）

の
練
習
船
と
し
て
海
上
保
安
官
の
育
成
を
担
う
。 

船
名
の
「
こ
じ
ま
」
は
岡
山
県
の
児
島
半
島

に
由
来
し
、
海
上
保
安
大
学
校
練
習
船
と
し
て

は
四
代
目
と
な
る
。

太
平
洋
一
周
　

国
際
感
覚
養
う
遠
洋
航
海

練
習
船
「
こ
じ
ま
」
は
令
和
６
年
４
月
22
日

か
ら
７
月
25
日
ま
で
、
総
航
程
約
１
９
，２
０
０

海
里
（
約
３
５
，６
０
０
キ
ロ
）
、
95
日
間
に
及

ぶ
最
後
の
遠
洋
航
海
を
行
っ
た
。

令
和
６
年
度
は
国
際
情
勢
を
踏
ま
え
、
太
平

洋
で
の
国
際
航
海
を
行
っ
た
。
日
付
変
更
線
と

赤
道
を
行
き
来
す
る
珍
し
い
ル
ー
ト
で
、
専
攻

科
36
名
（
う
ち
女
性
７
名
）
、
研
修
科
国
際
航
海

実
習
課
程
６
名
（
う
ち
女
性
３
名
）
の
計
42
名

が
乗
船
し
た
。

遠
洋
航
海
は
初
級
幹
部
と
し
て
必
要
な
知
識
、

技
能
を
修
得
さ
せ
る
と
と
も
に
、
精
神
力
、
実

践
力
及
び
統
率
力
の
錬
成
を
図
り
、
国
際
感
覚

を
養
う
た
め
に
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

寄
港
地
で
親
交
深
め
る

練
習
船
「
こ
じ
ま
」
は
、
今
回
の
遠
洋
航
海
で

米
国
、
パ
ラ
オ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
３
カ
国
５
カ

所
に
寄
港
し
た
。
寄
港
地
に
お
い
て
は
、
現
地
の

人
々
と
親
交
を
深
め
、
実
習
生
た
ち
が
各
国
の

歴
史
風
土
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

◇
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

　
　日
系
人
ら
が
歓
迎

最
初
の
寄
港
地
は
、
米
国
東
海
岸
の
主
要
港

で
あ
る
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
。

日
本
を
出
港
し
て
17
日
、
朝
日
と
霧
の
向
こ
う

に
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
が
見
え
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
電
波
も
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。

入
港
前
の
緊
張
感
と
陸
地
が
見
え
た
こ
と
に
よ

る
安
心
感
が
不
思
議
な
感
覚
を
呼
び
起
こ
す
。

５
月
８
日
に
行
わ
れ
た
入
港
歓
迎
式
典
で
は
、

よ
さ
こ
い
の
演
舞
で
歓
迎
し
て
く
れ
る
な
ど
、

日
系
人
が
多
い
街
な
ら
で
は
の
歓
待
ぶ
り
だ
。

翌
９
日
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流

行
で
中
止
さ
れ
て
い
た
船
上
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を

５
年
ぶ
り
に
開
催
。
米
国
沿
岸
警
備
隊
（
Ｕ
Ｓ

Ｃ
Ｇ
）
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
テ
ィ
ア
ン
ソ
ン
太

平
洋
方
面
司
令
官
夫
妻
や
在
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
日
本
国
総
領
事
館
の
大
隅
洋
総
領
事
、
現
地

の
日
本
人
関
係
者
ら
に
加
え
、
渡
邉
保
範
海
上

保
安
監
（
当
時
）
も
参
加
。
実
習
生
た
ち
は
笑

顔
で
現
地
の
関
係
者
と
親
交
を
深
め
た
。
11
日

に
は
、
一
般
公
開
も
実
施
し
、
日
系
人
の
小
学

生
ら
が
「
こ
じ
ま
」
を
見
学
し
た
。

呉湾を航行する練習船「こじま」とそれを見送る在校生=4月22日

太平洋を航行する「こじま」＝4月25日

遠洋航海図

入港式で、よさこいの演舞による歓迎を受け手拍子を送る
実習生＝５月８日（米国サンフランシスコ）

一般公開で子供たちから花束を贈られる実習生
＝5月11日（米国サンフランシスコ）

レセプションでは、榮和志船長からUSCGアンドリュー・ティアンソン太平洋方面司令官へ
記念品が手渡された=5月9日(米国サンフランシスコ)

練習船「こじま」

ま
た
、
出
港
前
に
は
、
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一
環
と
し
て
、
米
国
沿
岸
警
備
隊
士
官
学
校
（
Ｕ

Ｓ
Ｃ
Ｇ
Ａ
）
の
学
生
３
人
が
当
地
か
ら
乗
船
し
、

航
海
を
共
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

最
初
の
寄
港
地
で
初
め
て
現
地
の
人
々
と
交

流
し
、
国
際
感
覚
を
深
め
た
実
習
生
た
ち
は
、

寄
港
地
近
く
の
オ
ラ
ク
ル
・
パ
ー
ク
で
米
大
リ
ー

グ
・
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
大
谷
翔
平
選
手
が
出
場
す

る
試
合
で
声
援
を
送
る
な
ど
休
日
も
米
国
を
満

喫
し
、
次
の
寄
港
地
で
あ
る
ホ
ノ
ル
ル
へ
と
向

か
っ
た
。

日付変更線
サンフランシスコ

(アメリカ)

5/8 5/14

ホノルル
(アメリカ)

5/21 5/27

コロール
(パラオ)

6/17 6/23
シンガポール
7/7 7/13

呉
7/25 4/22

グアム
(アメリカ)

6/8 6/14

赤道

｢こじま｣は海保大生の原点

榮　和志船長
さ か え 　 　 　 　か ず し

海上保安大学校の学生、実習生にとって練習船「こじま」は原点です。実習生の時に同じ
ような事で怒られたなと思い出すこともあり、訓練は昔と変わりません。
遠洋航海は実習生を含めて「ワンチームこじま」で乗り切ったと思います。若い主任から「『こ

じま』には、これまでの実習生の涙と悔しさと教官の熱い思いが乗っています。舞鶴へ行っ
ても受け継いでほしい」と言われましたが、その通りだなと思いました。
自分は北海道函館市の出身で、船は身近な存在でした。当時は青函トンネル開通前で青函

連絡船の船長がしてくれた話がきっかけで船に興味を持ち、海上保安大学校を受験し入学し
ました。学校生活は予想以上に厳しかったですが卒業して、遠洋航海を経て現場に出たら楽
しかったですね。
船の運航は航海長以下がしっかりやってくれるので、遠洋航海での船長の役割は表敬訪問

などで、しっかり関係を構築するなど、通常の航海とは異なるプレッシャーもありました。
日米合同訓練をはじめ、シンガポールやフィリピンなどＪＩＣＡ各国との通信訓練は印象深
かったです。各寄港地を実際に見て感じたり、国によって訓練の準備が違ったりといったこ
とに気付くことができる遠洋航海は「生の教材」です。
陸が近くなると実習生がスマートフォンを手に電波を探す姿を見て、今はそういう時代な

のだなと感じました。自分たちの時代と違って、この先は大変だと思いますが、実習生には
新たな時代を作って頑張って欲しいと願っています。



かいほジャーナル 98号 45

取材・文／写真家　海上保安ジャーナリスト　米田　堅持

特 集 海上保安大学校練習船｢こじま」

練習船｢こじま｣
最後の遠洋航海
「ワンチームこじま」　95日の航程を無事に完遂
レセプション5年ぶり開催　関係各国と共同訓練も

練
習
船「
こ
じ
ま
」と
は

海
上
保
安
大
学
校
の
練
習
船
「
こ
じ
ま
」
は

平
成
５
年
３
月
に
就
役
し
た
総
ト
ン
数
２
，９
５

０
ト
ン
、
全
長
１
１
５
メ
ー
ト
ル
の
練
習
船
で
、

平
成
６
年
か
ら
、
世
界
一
周
の
遠
洋
航
海
を
27

回
行
い
、
数
多
く
の
海
上
保
安
庁
幹
部
を
育
成

し
て
き
た
。
新
た
な
練
習
船
「
い
つ
く
し
ま
」

就
役
に
伴
い
、
今
回
が
最
後
の
遠
洋
航
海
と
な
っ

た
が
、
今
後
は
海
上
保
安
学
校
（
京
都
府
舞
鶴
市
）

の
練
習
船
と
し
て
海
上
保
安
官
の
育
成
を
担
う
。 

船
名
の
「
こ
じ
ま
」
は
岡
山
県
の
児
島
半
島

に
由
来
し
、
海
上
保
安
大
学
校
練
習
船
と
し
て

は
四
代
目
と
な
る
。

太
平
洋
一
周
　

国
際
感
覚
養
う
遠
洋
航
海

練
習
船
「
こ
じ
ま
」
は
令
和
６
年
４
月
22
日

か
ら
７
月
25
日
ま
で
、
総
航
程
約
１
９
，２
０
０

海
里
（
約
３
５
，６
０
０
キ
ロ
）
、
95
日
間
に
及

ぶ
最
後
の
遠
洋
航
海
を
行
っ
た
。

令
和
６
年
度
は
国
際
情
勢
を
踏
ま
え
、
太
平

洋
で
の
国
際
航
海
を
行
っ
た
。
日
付
変
更
線
と

赤
道
を
行
き
来
す
る
珍
し
い
ル
ー
ト
で
、
専
攻

科
36
名
（
う
ち
女
性
７
名
）
、
研
修
科
国
際
航
海

実
習
課
程
６
名
（
う
ち
女
性
３
名
）
の
計
42
名

が
乗
船
し
た
。

遠
洋
航
海
は
初
級
幹
部
と
し
て
必
要
な
知
識
、

技
能
を
修
得
さ
せ
る
と
と
も
に
、
精
神
力
、
実

践
力
及
び
統
率
力
の
錬
成
を
図
り
、
国
際
感
覚

を
養
う
た
め
に
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

寄
港
地
で
親
交
深
め
る

練
習
船
「
こ
じ
ま
」
は
、
今
回
の
遠
洋
航
海
で

米
国
、
パ
ラ
オ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
３
カ
国
５
カ

所
に
寄
港
し
た
。
寄
港
地
に
お
い
て
は
、
現
地
の

人
々
と
親
交
を
深
め
、
実
習
生
た
ち
が
各
国
の

歴
史
風
土
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

◇
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

　
　日
系
人
ら
が
歓
迎

最
初
の
寄
港
地
は
、
米
国
東
海
岸
の
主
要
港

で
あ
る
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
。

日
本
を
出
港
し
て
17
日
、
朝
日
と
霧
の
向
こ
う

に
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
が
見
え
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
電
波
も
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。

入
港
前
の
緊
張
感
と
陸
地
が
見
え
た
こ
と
に
よ

る
安
心
感
が
不
思
議
な
感
覚
を
呼
び
起
こ
す
。

５
月
８
日
に
行
わ
れ
た
入
港
歓
迎
式
典
で
は
、

よ
さ
こ
い
の
演
舞
で
歓
迎
し
て
く
れ
る
な
ど
、

日
系
人
が
多
い
街
な
ら
で
は
の
歓
待
ぶ
り
だ
。

翌
９
日
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流

行
で
中
止
さ
れ
て
い
た
船
上
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を

５
年
ぶ
り
に
開
催
。
米
国
沿
岸
警
備
隊
（
Ｕ
Ｓ

Ｃ
Ｇ
）
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
テ
ィ
ア
ン
ソ
ン
太

平
洋
方
面
司
令
官
夫
妻
や
在
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
日
本
国
総
領
事
館
の
大
隅
洋
総
領
事
、
現
地

の
日
本
人
関
係
者
ら
に
加
え
、
渡
邉
保
範
海
上

保
安
監
（
当
時
）
も
参
加
。
実
習
生
た
ち
は
笑

顔
で
現
地
の
関
係
者
と
親
交
を
深
め
た
。
11
日

に
は
、
一
般
公
開
も
実
施
し
、
日
系
人
の
小
学

生
ら
が
「
こ
じ
ま
」
を
見
学
し
た
。

呉湾を航行する練習船「こじま」とそれを見送る在校生=4月22日

太平洋を航行する「こじま」＝4月25日

遠洋航海図

入港式で、よさこいの演舞による歓迎を受け手拍子を送る
実習生＝５月８日（米国サンフランシスコ）

一般公開で子供たちから花束を贈られる実習生
＝5月11日（米国サンフランシスコ）

レセプションでは、榮和志船長からUSCGアンドリュー・ティアンソン太平洋方面司令官へ
記念品が手渡された=5月9日(米国サンフランシスコ)

練習船「こじま」

ま
た
、
出
港
前
に
は
、
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一
環
と
し
て
、
米
国
沿
岸
警
備
隊
士
官
学
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（
Ｕ

Ｓ
Ｃ
Ｇ
Ａ
）
の
学
生
３
人
が
当
地
か
ら
乗
船
し
、

航
海
を
共
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

最
初
の
寄
港
地
で
初
め
て
現
地
の
人
々
と
交

流
し
、
国
際
感
覚
を
深
め
た
実
習
生
た
ち
は
、

寄
港
地
近
く
の
オ
ラ
ク
ル
・
パ
ー
ク
で
米
大
リ
ー

グ
・
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
大
谷
翔
平
選
手
が
出
場
す

る
試
合
で
声
援
を
送
る
な
ど
休
日
も
米
国
を
満

喫
し
、
次
の
寄
港
地
で
あ
る
ホ
ノ
ル
ル
へ
と
向

か
っ
た
。
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シンガポール
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7/25 4/22
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赤道

｢こじま｣は海保大生の原点

榮　和志船長
さ か え 　 　 　 　か ず し

海上保安大学校の学生、実習生にとって練習船「こじま」は原点です。実習生の時に同じ
ような事で怒られたなと思い出すこともあり、訓練は昔と変わりません。
遠洋航海は実習生を含めて「ワンチームこじま」で乗り切ったと思います。若い主任から「『こ

じま』には、これまでの実習生の涙と悔しさと教官の熱い思いが乗っています。舞鶴へ行っ
ても受け継いでほしい」と言われましたが、その通りだなと思いました。
自分は北海道函館市の出身で、船は身近な存在でした。当時は青函トンネル開通前で青函

連絡船の船長がしてくれた話がきっかけで船に興味を持ち、海上保安大学校を受験し入学し
ました。学校生活は予想以上に厳しかったですが卒業して、遠洋航海を経て現場に出たら楽
しかったですね。
船の運航は航海長以下がしっかりやってくれるので、遠洋航海での船長の役割は表敬訪問

などで、しっかり関係を構築するなど、通常の航海とは異なるプレッシャーもありました。
日米合同訓練をはじめ、シンガポールやフィリピンなどＪＩＣＡ各国との通信訓練は印象深
かったです。各寄港地を実際に見て感じたり、国によって訓練の準備が違ったりといったこ
とに気付くことができる遠洋航海は「生の教材」です。
陸が近くなると実習生がスマートフォンを手に電波を探す姿を見て、今はそういう時代な

のだなと感じました。自分たちの時代と違って、この先は大変だと思いますが、実習生には
新たな時代を作って頑張って欲しいと願っています。



シンガポール警察沿岸警備隊の
訓練施設で巡視艇のシミュレーターを
操船する実習生＝7月9日（シンガポール）

かいほジャーナル 98号 67

◇
ホ
ノ
ル
ル
　平
和
へ
の
思
い
新
た
に

２
番
目
の
寄
港
地
は
、
「
常
夏
の
島
」
、
ハ
ワ

イ
・
ホ
ノ
ル
ル
。
５
月
21
日
に
、
か
つ
て
ハ
ワ

イ
航
路
の
船
が
目
指
し
た
ア
ロ
ハ
タ
ワ
ー
の
横

に
着
岸
し
た
。

22
日
に
は
米
原
子
力
潜
水
艦
と
衝
突
し
て
沈

ん
だ
愛
媛
県
宇
和
島
水
産
高
校
の
実
習
船
「
え

ひ
め
丸
」
の
慰
霊
碑
で
献
花
し
黙
と
う
を
さ
さ

げ
、
付
近
の
清
掃
を
実
施
。
翌
23
日
に
は
、
日

本
軍
に
よ
る
真
珠
湾
攻
撃
の
舞
台
で
あ
る
パ
ー

ル
ハ
ー
バ
ー
を
訪
れ
、
終
戦
の
調
印
式
を
行
っ

た
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
を
見
学
。
国
立
太
平
洋
記
念

墓
地
も
訪
問
し
、
日
系
人
の
地
位
向
上
に
努
め

た
ダ
ニ
エ
ル
・
Ｋ
・
イ
ノ
ウ
エ
上
院
議
員
の
墓

な
ど
に
献
花
し
た
。
戦
没
者
を
追
悼
す
る
メ
モ

リ
ア
ル
・
デ
ー
に
あ
た
る
５
月
の
最
終
月
曜
日

が
近
い
こ
と
も
あ
り
、
敷
地
内
外
の
い
た
る
と

こ
ろ
に
大
き
な
星
条
旗
が
い
く
つ
も
掲
げ
ら

れ
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
で
平
和
へ
の
思
い
を

新
た
に
し
た
。

23
日
に
は
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
兒
玉

良
則
在
ホ
ノ
ル
ル
日
本
国
総
領
事
や
米
国
沿
岸

警
備
隊
第
14
管
区
の
ア
ラ
ン
・
マ
ッ
ケ
イ
ブ
副

司
令
官
ら
約
１
０
０
人
が
訪
れ
、
実
習
生
た
ち

アロハタワー近くに停泊する｢こじま｣＝５月25日（米国ハワイ・ホノルル）

星を見る会=７月19日

と
活
発
に
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
ま
た
、
海
上

保
安
大
学
校
在
学
中
か
ら
た
し
な
ん
で
き
た
茶

道
を
実
習
生
が
披
露
、
日
本
文
化
の
一
端
を
紹

介
。
そ
の
後
は
、
応
援
団
に
よ
る
力
強
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
会
場
を
大
い
に
沸
か
せ
、
盛

況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

休
日
は
、
実
習
生
も
乗
組
員
も
街
中
に
い
る

こ
と
が
多
い
が
、
当
直
な
ど
で
船
に
残
る
人
も

い
る
。
あ
る
日
の
昼
食
で
は
ウ
ナ
ギ
入
り
の
ち

ら
し
寿
司
が
出
さ
れ
、
船
に
残
っ
て
い
た
人
た

ち
は
大
喜
び
だ
。

27
日
に
は
出
港
を
前
に
在
ホ
ノ
ル
ル
日
本
国

総
領
事
館
の
井
澤
幹
生
首
席
領
事
や
日
系
人
ら

が
、
「
こ
じ
ま
」
を
訪
問
し
船
内
を
見
学
し
た
。

◇
グ
ア
ム
　日
米
の
若
者
の
絆

６
月
１
日
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
の
戦
没
者

追
悼
式
を
船
上
で
行
っ
た
「
こ
じ
ま
」
は
８
日
、

３
番
目
の
寄
港
地
と
な
る
グ
ア
ム
に
到
着
し
た
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
同
乗
し
た
Ｕ
Ｓ
Ｃ

Ｇ
Ａ
の
学
生
３
人
は
、
こ
こ
で
下
船
し
た
。
入

港
前
夜
の
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、

着
物
姿
の
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｇ
Ａ
の
学
生
た
ち
と
実
習
生

が
、
お
は
ぎ
や
、
き
な
粉
餅
な
ど
を
食
べ
な
が

ら
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
26
日
間
、
生
活
を

共
に
し
た
実
習
生
た
ち
と
は
固
い
友
情
の
絆
で

結
ば
れ
、
「
こ
じ
ま
」
の
前
で
胴
上
げ
を
し
て

別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

休
日
を
挟
ん
で
12
日
に
は
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｇ
の
セ
ク

タ
ー
グ
ア
ム
（
海
上
保
安
部
）
の
施
設
を
訪
問
。

任
務
や
ド
ロ
ー
ン
機
材
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
、
巡
視
船
な
ど
を
見
学
し
た
。

夜
に
行
わ
れ
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
会
場
に
は
、

下
船
し
た
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｇ
Ａ
の
学
生
３
人
も
訪
れ
、

会
場
の
片
付
け
を
手
伝
う
な
ど
、
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
を
支
え
る
一
員
と
し
て
実
習
生
た
ち
を
ア
シ

ス
ト
し
て
い
た
。

13
日
に
は
燃
料
や
食
料
品
な
ど
を
搭
載
し
、

「えひめ丸」の慰霊碑付近を清掃する実習生＝５月22日（米国ハワイ・ホノルル）｢こじま｣船上で海上保安体操をする
実習生＝５月23日（米国ハワイ・ホノルル）

戦艦ミズーリの船内で降伏調印文書の署名が
行われた場所を見学する実習生
＝５月23日（米国ハワイ・ホノルル）

レセプションで茶道によるおもてなしをする
実習生＝５月23日（米国ハワイ・ホノルル）

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
沖
海
戦
追
悼
式
で
献
花
を
す
る
榮
和
志
船
長
＝
６
月
１
日

ダニエル・K・イノウエ上院議員の
墓に献花をし、黙とうする実習生
＝５月23日（米国ハワイ・国立太平洋記念墓地）

日付変更線通過をUSCGAの学生と一緒に祝う実習生＝6月１日

次
の
航
海
に
備
え
る
と
と
も
に
、
国
立
戦
史
記

念
館
で
グ
ア
ム
に
お
け
る
戦
争
の
歴
史
な
ど
に

つ
い
て
学
ん
だ
。
そ
の
後
は
、
日
本
人
学
校
の

生
徒
ら
の
船
内
見
学
が
行
わ
れ
、
実
習
生
は

「
こ
じ
ま
」
の
中
を
案
内
し
て
回
っ
た
。

こ
う
し
て
米
国
３
カ
所
の
寄
港
を
通
じ
て
現

地
の
人
々
と
の
交
流
の
ほ
か
、
米
国
沿
岸
警
備

隊
施
設
な
ど
を
見
学
し
た
実
習
生
は
、
14
日
に

グ
ア
ム
を
出
発
し
た
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ホ
ノ
ル
ル
、
グ
ア
ム

と
米
国
の
３
カ
所
に
寄
港
し
た
が
、
１
ド
ル
１

６
０
円
前
後
の
記
録
的
な
円
安
は
、
実
習
生
や

乗
組
員
の
懐
を
直
撃
し
た
。
実
習
生
の
中
に

は
、
１
つ
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
３
人
で
シ
ェ
ア

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
物
価
高
と
円
安

の
影
響
を
身
を
も
っ
て
学
ん
だ
の
も
国
際
感
覚

の
か
ん
養
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

◇
パ
ラ
オ
　親
日
の
島
の
重
要
性

グ
ア
ム
を
出
発
し
た
「
こ
じ
ま
」
は
、
17
日

に
パ
ラ
オ
・
コ
ロ
ー
ル
島
の
マ
ラ
カ
ル
港
に
入

港
し
た
。
入
港
式
で
は
、
在
パ
ラ
オ
日
本
大
使

館
の
折
笠
弘
維
大
使
ら
も
出
席
す
る
中
、
現
地

の
踊
り
な
ど
も
披
露
さ
れ
親
日
国
ら
し
い
和
や

か
な
雰
囲
気
で
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
。

親
日
国
と
し
て
知
ら
れ
る
パ
ラ
オ
だ
が
、
い

く
つ
か
日
本
語
が
由
来
と
な
っ
た
パ
ラ
オ
語
も

あ
り
、
海
上
保
安
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
パ
ラ

オ
に
滞
在
し
て
い
る
日
本
海
難
防
止
協
会
の
細

田
彰
則
主
任
研
究
員
が
、「
ア
サ
ヒ
」
は
「
ビ
ー

ル
」
、
「
ア
ツ
イ
ネ
」
は
「
暑
い
ね
」
、
「
ダ
イ
ト

ウ
リ
ョ
ウ
」
は
「
大
統
領
」
、「
ア
ジ
ダ
イ
ジ
ョ
ー

ブ
」
は
「
お
い
し
い
」
と
い
っ
た
例
を
実
習
生

へ
の
講
話
を
通
じ
て
教
え
て
く
れ
た
。
同
時
に
、

わ
が
国
の
重
要
な
シ
ー
レ
ー
ン
で
あ
る
南
シ
ナ

海
が
何
ら
か
の
理
由
で
使
え
な
く
な
っ
た
場

合
、
パ
ラ
オ
周
辺
海
域
を
通
る
ル
ー
ト
が
有
力

な
代
替
ル
ー
ト
と
な
り
う
る
こ
と
な
ど
、
パ
ラ

シンガポール警察沿岸警備隊幹部の
出迎えを受ける実習生
＝7月7日（シンガポール）

入港式では現地の踊りが披露された＝6月17日（パラオ・コロール）

一般公開では、実習生が漢字で見学者の
名前を書いて、見学者が驚いた表情を
見せた＝６月18日（パラオ・コロール）

シンガポールで開かれたレセプションは
「こじま」最後の船上レセプションと
なった＝7月9日（シンガポール）

オ
の
持
つ
重
要
性
も
実
習
生
に
説
い
た
。

18
日
に
は
一
般
公
開
が
行
わ
れ
、
現
地
の
人

や
滞
在
中
の
日
本
人
ら
が
船
内
を
見
学
し
た
。

19
日
に
は
パ
ラ
オ
海
上
警
察
も
見
学
、
細
田

主
任
研
究
員
か
ら
日
本
の
現
地
へ
の
支
援
状
況

の
説
明
を
受
け
、
日
本
財
団
の
資
金
援
助
で
供

与
さ
れ
た
巡
視
船
「
Ｐ
Ｓ
Ｓ
　
Ｋ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｍ
」

な
ど
を
見
学
し
た
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
も
開
か
れ
、
パ
ラ
オ
の
ス
ラ

ン
ゲ
ル
・
Ｓ
・
ウ
ィ
ッ
プ
ス
・
ジ
ュ
ニ
ア
大
統

領
代
理
の
グ
ス
タ
フ
・
ア
イ
タ
ロ
ー
国
務
大
臣

を
は
じ
め
、
上
院
副
議
長
ら
上
下
両
院
の
議

員
、
州
の
伝
統
指
導
者
ら
60
人
以
上
が
参
加
。

在
パ
ラ
オ
日
本
大
使
館
の
折
笠
弘
維
大
使
や

ジ
ョ
エ
ル
・
エ
レ
ン
ラ
イ
ク
米
国
大
使
、
リ

シ
ェ
ル
・
タ
ー
ナ
ー
豪
州
大
使
ら
も
出
席
し

た
。
寿
司
な
ど
の
日
本
食
が
ふ
る
ま
わ
れ
る

中
、
日
本
文
化
の
紹
介
の
一
環
と
し
て
実
習
生

が
剣
道
や
応
援
団
の
演
舞
な
ど
を
披
露
し
、
日

本
と
パ
ラ
オ
の
親
善
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
た
。

23
日
、
パ
ラ
オ
を
後
に
し
た
「
こ
じ
ま
」
は
太

平
洋
戦
争
の
激
戦
地
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
沖
で
献
花

と
献
酒
を
行
い
、
黙
と
う
を
さ
さ
げ
て
、
最
後
の

寄
港
地
で
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
向
か
っ
た
。

◇
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

　
　現
地
の
人
と
積
極
的
に
交
流

海
上
交
通
の
要
衝
、
マ
ラ
ッ
カ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
海
峡
を
通
っ
た
「
こ
じ
ま
」
は
７
月
７
日
に

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
警
察
沿
岸
警
備
隊
の
拠
点
で
あ

る
ブ
ラ
ニ
基
地
に
入
港
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
岸
壁
に
は
警
察
沿
岸
警
備

隊
の
幹
部
ら
が
笑
顔
で
出
迎
え
て
く
れ
た
。

８
日
は
海
事
港
湾
庁
を
訪
問
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
周
辺
海
域
の
航
路
管
制
の
様
子
な
ど
を
見
学

し
た
。
ま
た
、
警
察
沿
岸
警
備
隊
の
訓
練
施
設

や
巡
視
艇
な
ど
を
見
学
し
、
貨
物
船
を
模
し
た

訓
練
施
設
や
転
覆
船
を
再
現
し
た
訓
練
が
行
え

る
プ
ー
ル
で
、
様
々
な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

想
定
し
た
訓
練
を
行
っ
て
い
る
と
説
明
を
受
け

た
。
船
の
揺
れ
や
動
き
も
三
次
元
で
再
現
で
き

る
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
は
実
習
生
が
実
際
に
操

船
を
体
験
し
、
現
地
の
状
況
を
五
感
で
感
じ

取
っ
た
。

９
日
夜
、
「
こ
じ
ま
」
で
は
遠
洋
航
海
最
後

と
な
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
も
開
か
れ
、
在
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
日
本
大
使
館
の
石
川
浩
司
大
使
や
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
警
察
沿
岸
警
備
隊
幹
部
ら
80
人
が
参

加
。
実
習
生
ら
は
現
地
の
人
た
ち
と
積
極
的
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
た
。

グ
ア
ム
以
降
の
寄
港
地
で
は
、
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
中
た
び
た
び
ス
コ
ー
ル
に
見
舞
わ
れ
実
習
生

や
乗
組
員
ら
が
、
ず
ぶ
濡
れ
に
な
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
も
晴
天
と
雨
天
と

ど
ち
ら
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
準
備
す
る
な

ど
、
い
つ
降
る
か
分
か
ら
な
い
ス
コ
ー
ル
に
は

悩
ま
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
暑
さ
や
湿
気

に
関
し
て
は
言
葉
で
は
言
い
表
し
に
く
い
も
の

の
日
本
と
は
違
う
感
覚
が
あ
り
、
そ
の
経
験
も

遠
洋
航
海
な
ら
で
は
の
経
験
と
な
っ
た
。



シンガポール警察沿岸警備隊の
訓練施設で巡視艇のシミュレーターを
操船する実習生＝7月9日（シンガポール）

かいほジャーナル 98号 67

◇
ホ
ノ
ル
ル
　平
和
へ
の
思
い
新
た
に

２
番
目
の
寄
港
地
は
、
「
常
夏
の
島
」
、
ハ
ワ

イ
・
ホ
ノ
ル
ル
。
５
月
21
日
に
、
か
つ
て
ハ
ワ

イ
航
路
の
船
が
目
指
し
た
ア
ロ
ハ
タ
ワ
ー
の
横

に
着
岸
し
た
。

22
日
に
は
米
原
子
力
潜
水
艦
と
衝
突
し
て
沈

ん
だ
愛
媛
県
宇
和
島
水
産
高
校
の
実
習
船
「
え

ひ
め
丸
」
の
慰
霊
碑
で
献
花
し
黙
と
う
を
さ
さ

げ
、
付
近
の
清
掃
を
実
施
。
翌
23
日
に
は
、
日

本
軍
に
よ
る
真
珠
湾
攻
撃
の
舞
台
で
あ
る
パ
ー

ル
ハ
ー
バ
ー
を
訪
れ
、
終
戦
の
調
印
式
を
行
っ

た
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
を
見
学
。
国
立
太
平
洋
記
念

墓
地
も
訪
問
し
、
日
系
人
の
地
位
向
上
に
努
め

た
ダ
ニ
エ
ル
・
Ｋ
・
イ
ノ
ウ
エ
上
院
議
員
の
墓

な
ど
に
献
花
し
た
。
戦
没
者
を
追
悼
す
る
メ
モ

リ
ア
ル
・
デ
ー
に
あ
た
る
５
月
の
最
終
月
曜
日

が
近
い
こ
と
も
あ
り
、
敷
地
内
外
の
い
た
る
と

こ
ろ
に
大
き
な
星
条
旗
が
い
く
つ
も
掲
げ
ら

れ
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
で
平
和
へ
の
思
い
を

新
た
に
し
た
。

23
日
に
は
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
兒
玉

良
則
在
ホ
ノ
ル
ル
日
本
国
総
領
事
や
米
国
沿
岸

警
備
隊
第
14
管
区
の
ア
ラ
ン
・
マ
ッ
ケ
イ
ブ
副

司
令
官
ら
約
１
０
０
人
が
訪
れ
、
実
習
生
た
ち

アロハタワー近くに停泊する｢こじま｣＝５月25日（米国ハワイ・ホノルル）

星を見る会=７月19日

と
活
発
に
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
ま
た
、
海
上

保
安
大
学
校
在
学
中
か
ら
た
し
な
ん
で
き
た
茶

道
を
実
習
生
が
披
露
、
日
本
文
化
の
一
端
を
紹

介
。
そ
の
後
は
、
応
援
団
に
よ
る
力
強
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
会
場
を
大
い
に
沸
か
せ
、
盛

況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

休
日
は
、
実
習
生
も
乗
組
員
も
街
中
に
い
る

こ
と
が
多
い
が
、
当
直
な
ど
で
船
に
残
る
人
も

い
る
。
あ
る
日
の
昼
食
で
は
ウ
ナ
ギ
入
り
の
ち

ら
し
寿
司
が
出
さ
れ
、
船
に
残
っ
て
い
た
人
た

ち
は
大
喜
び
だ
。

27
日
に
は
出
港
を
前
に
在
ホ
ノ
ル
ル
日
本
国

総
領
事
館
の
井
澤
幹
生
首
席
領
事
や
日
系
人
ら

が
、
「
こ
じ
ま
」
を
訪
問
し
船
内
を
見
学
し
た
。

◇
グ
ア
ム
　日
米
の
若
者
の
絆

６
月
１
日
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
の
戦
没
者

追
悼
式
を
船
上
で
行
っ
た
「
こ
じ
ま
」
は
８
日
、

３
番
目
の
寄
港
地
と
な
る
グ
ア
ム
に
到
着
し
た
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
同
乗
し
た
Ｕ
Ｓ
Ｃ

Ｇ
Ａ
の
学
生
３
人
は
、
こ
こ
で
下
船
し
た
。
入

港
前
夜
の
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、

着
物
姿
の
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｇ
Ａ
の
学
生
た
ち
と
実
習
生

が
、
お
は
ぎ
や
、
き
な
粉
餅
な
ど
を
食
べ
な
が

ら
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
26
日
間
、
生
活
を

共
に
し
た
実
習
生
た
ち
と
は
固
い
友
情
の
絆
で

結
ば
れ
、
「
こ
じ
ま
」
の
前
で
胴
上
げ
を
し
て

別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

休
日
を
挟
ん
で
12
日
に
は
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｇ
の
セ
ク

タ
ー
グ
ア
ム
（
海
上
保
安
部
）
の
施
設
を
訪
問
。

任
務
や
ド
ロ
ー
ン
機
材
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
、
巡
視
船
な
ど
を
見
学
し
た
。

夜
に
行
わ
れ
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
会
場
に
は
、

下
船
し
た
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｇ
Ａ
の
学
生
３
人
も
訪
れ
、

会
場
の
片
付
け
を
手
伝
う
な
ど
、
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
を
支
え
る
一
員
と
し
て
実
習
生
た
ち
を
ア
シ

ス
ト
し
て
い
た
。

13
日
に
は
燃
料
や
食
料
品
な
ど
を
搭
載
し
、

「えひめ丸」の慰霊碑付近を清掃する実習生＝５月22日（米国ハワイ・ホノルル）｢こじま｣船上で海上保安体操をする
実習生＝５月23日（米国ハワイ・ホノルル）

戦艦ミズーリの船内で降伏調印文書の署名が
行われた場所を見学する実習生
＝５月23日（米国ハワイ・ホノルル）

レセプションで茶道によるおもてなしをする
実習生＝５月23日（米国ハワイ・ホノルル）

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
沖
海
戦
追
悼
式
で
献
花
を
す
る
榮
和
志
船
長
＝
６
月
１
日

ダニエル・K・イノウエ上院議員の
墓に献花をし、黙とうする実習生
＝５月23日（米国ハワイ・国立太平洋記念墓地）

日付変更線通過をUSCGAの学生と一緒に祝う実習生＝6月１日

次
の
航
海
に
備
え
る
と
と
も
に
、
国
立
戦
史
記

念
館
で
グ
ア
ム
に
お
け
る
戦
争
の
歴
史
な
ど
に

つ
い
て
学
ん
だ
。
そ
の
後
は
、
日
本
人
学
校
の

生
徒
ら
の
船
内
見
学
が
行
わ
れ
、
実
習
生
は

「
こ
じ
ま
」
の
中
を
案
内
し
て
回
っ
た
。

こ
う
し
て
米
国
３
カ
所
の
寄
港
を
通
じ
て
現

地
の
人
々
と
の
交
流
の
ほ
か
、
米
国
沿
岸
警
備

隊
施
設
な
ど
を
見
学
し
た
実
習
生
は
、
14
日
に

グ
ア
ム
を
出
発
し
た
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ホ
ノ
ル
ル
、
グ
ア
ム

と
米
国
の
３
カ
所
に
寄
港
し
た
が
、
１
ド
ル
１

６
０
円
前
後
の
記
録
的
な
円
安
は
、
実
習
生
や

乗
組
員
の
懐
を
直
撃
し
た
。
実
習
生
の
中
に

は
、
１
つ
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
３
人
で
シ
ェ
ア

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
物
価
高
と
円
安

の
影
響
を
身
を
も
っ
て
学
ん
だ
の
も
国
際
感
覚

の
か
ん
養
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

◇
パ
ラ
オ
　親
日
の
島
の
重
要
性

グ
ア
ム
を
出
発
し
た
「
こ
じ
ま
」
は
、
17
日

に
パ
ラ
オ
・
コ
ロ
ー
ル
島
の
マ
ラ
カ
ル
港
に
入

港
し
た
。
入
港
式
で
は
、
在
パ
ラ
オ
日
本
大
使

館
の
折
笠
弘
維
大
使
ら
も
出
席
す
る
中
、
現
地

の
踊
り
な
ど
も
披
露
さ
れ
親
日
国
ら
し
い
和
や

か
な
雰
囲
気
で
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
。

親
日
国
と
し
て
知
ら
れ
る
パ
ラ
オ
だ
が
、
い

く
つ
か
日
本
語
が
由
来
と
な
っ
た
パ
ラ
オ
語
も

あ
り
、
海
上
保
安
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
パ
ラ

オ
に
滞
在
し
て
い
る
日
本
海
難
防
止
協
会
の
細

田
彰
則
主
任
研
究
員
が
、「
ア
サ
ヒ
」
は
「
ビ
ー

ル
」
、
「
ア
ツ
イ
ネ
」
は
「
暑
い
ね
」
、
「
ダ
イ
ト

ウ
リ
ョ
ウ
」
は
「
大
統
領
」
、「
ア
ジ
ダ
イ
ジ
ョ
ー

ブ
」
は
「
お
い
し
い
」
と
い
っ
た
例
を
実
習
生

へ
の
講
話
を
通
じ
て
教
え
て
く
れ
た
。
同
時
に
、

わ
が
国
の
重
要
な
シ
ー
レ
ー
ン
で
あ
る
南
シ
ナ

海
が
何
ら
か
の
理
由
で
使
え
な
く
な
っ
た
場

合
、
パ
ラ
オ
周
辺
海
域
を
通
る
ル
ー
ト
が
有
力

な
代
替
ル
ー
ト
と
な
り
う
る
こ
と
な
ど
、
パ
ラ

シンガポール警察沿岸警備隊幹部の
出迎えを受ける実習生
＝7月7日（シンガポール）

入港式では現地の踊りが披露された＝6月17日（パラオ・コロール）

一般公開では、実習生が漢字で見学者の
名前を書いて、見学者が驚いた表情を
見せた＝６月18日（パラオ・コロール）

シンガポールで開かれたレセプションは
「こじま」最後の船上レセプションと
なった＝7月9日（シンガポール）

オ
の
持
つ
重
要
性
も
実
習
生
に
説
い
た
。

18
日
に
は
一
般
公
開
が
行
わ
れ
、
現
地
の
人

や
滞
在
中
の
日
本
人
ら
が
船
内
を
見
学
し
た
。

19
日
に
は
パ
ラ
オ
海
上
警
察
も
見
学
、
細
田

主
任
研
究
員
か
ら
日
本
の
現
地
へ
の
支
援
状
況

の
説
明
を
受
け
、
日
本
財
団
の
資
金
援
助
で
供

与
さ
れ
た
巡
視
船
「
Ｐ
Ｓ
Ｓ
　
Ｋ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｍ
」

な
ど
を
見
学
し
た
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
も
開
か
れ
、
パ
ラ
オ
の
ス
ラ

ン
ゲ
ル
・
Ｓ
・
ウ
ィ
ッ
プ
ス
・
ジ
ュ
ニ
ア
大
統

領
代
理
の
グ
ス
タ
フ
・
ア
イ
タ
ロ
ー
国
務
大
臣

を
は
じ
め
、
上
院
副
議
長
ら
上
下
両
院
の
議

員
、
州
の
伝
統
指
導
者
ら
60
人
以
上
が
参
加
。

在
パ
ラ
オ
日
本
大
使
館
の
折
笠
弘
維
大
使
や

ジ
ョ
エ
ル
・
エ
レ
ン
ラ
イ
ク
米
国
大
使
、
リ

シ
ェ
ル
・
タ
ー
ナ
ー
豪
州
大
使
ら
も
出
席
し

た
。
寿
司
な
ど
の
日
本
食
が
ふ
る
ま
わ
れ
る

中
、
日
本
文
化
の
紹
介
の
一
環
と
し
て
実
習
生

が
剣
道
や
応
援
団
の
演
舞
な
ど
を
披
露
し
、
日

本
と
パ
ラ
オ
の
親
善
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
た
。

23
日
、
パ
ラ
オ
を
後
に
し
た
「
こ
じ
ま
」
は
太

平
洋
戦
争
の
激
戦
地
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
沖
で
献
花

と
献
酒
を
行
い
、
黙
と
う
を
さ
さ
げ
て
、
最
後
の

寄
港
地
で
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
向
か
っ
た
。

◇
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

　
　現
地
の
人
と
積
極
的
に
交
流

海
上
交
通
の
要
衝
、
マ
ラ
ッ
カ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
海
峡
を
通
っ
た
「
こ
じ
ま
」
は
７
月
７
日
に

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
警
察
沿
岸
警
備
隊
の
拠
点
で
あ

る
ブ
ラ
ニ
基
地
に
入
港
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
岸
壁
に
は
警
察
沿
岸
警
備

隊
の
幹
部
ら
が
笑
顔
で
出
迎
え
て
く
れ
た
。

８
日
は
海
事
港
湾
庁
を
訪
問
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
周
辺
海
域
の
航
路
管
制
の
様
子
な
ど
を
見
学

し
た
。
ま
た
、
警
察
沿
岸
警
備
隊
の
訓
練
施
設

や
巡
視
艇
な
ど
を
見
学
し
、
貨
物
船
を
模
し
た

訓
練
施
設
や
転
覆
船
を
再
現
し
た
訓
練
が
行
え

る
プ
ー
ル
で
、
様
々
な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

想
定
し
た
訓
練
を
行
っ
て
い
る
と
説
明
を
受
け

た
。
船
の
揺
れ
や
動
き
も
三
次
元
で
再
現
で
き

る
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
は
実
習
生
が
実
際
に
操

船
を
体
験
し
、
現
地
の
状
況
を
五
感
で
感
じ

取
っ
た
。

９
日
夜
、
「
こ
じ
ま
」
で
は
遠
洋
航
海
最
後

と
な
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
も
開
か
れ
、
在
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
日
本
大
使
館
の
石
川
浩
司
大
使
や
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
警
察
沿
岸
警
備
隊
幹
部
ら
80
人
が
参

加
。
実
習
生
ら
は
現
地
の
人
た
ち
と
積
極
的
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
た
。

グ
ア
ム
以
降
の
寄
港
地
で
は
、
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
中
た
び
た
び
ス
コ
ー
ル
に
見
舞
わ
れ
実
習
生

や
乗
組
員
ら
が
、
ず
ぶ
濡
れ
に
な
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
も
晴
天
と
雨
天
と

ど
ち
ら
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
準
備
す
る
な

ど
、
い
つ
降
る
か
分
か
ら
な
い
ス
コ
ー
ル
に
は

悩
ま
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
暑
さ
や
湿
気

に
関
し
て
は
言
葉
で
は
言
い
表
し
に
く
い
も
の

の
日
本
と
は
違
う
感
覚
が
あ
り
、
そ
の
経
験
も

遠
洋
航
海
な
ら
で
は
の
経
験
と
な
っ
た
。
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遠洋航海
訓練と実習繰り返す日々

「
こ
じ
ま
」
で
は
、
出
港
し
て
す
ぐ
に
行
わ
れ
た
総
員

退
船
部
署
訓
練
を
皮
切
り
に
、
初
級
幹
部
と
し
て
必
要
な

知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
連
日
の
よ
う
に
訓
練

や
実
習
が
行
わ
れ
た
。

訓
練
中
、
「
指
揮
者
に
な
れ
」
と
繰
り
返
す
教
官
を
は

じ
め
、
訓
練
を
統
括
す
る
航
海
長
か
ら
も
「
こ
の
ま
ま
の

レ
ベ
ル
で
は
現
場
で
通
用
し
な
い
」
と
厳
し
い
言
葉
が
飛

ぶ
が
、
泣
い
て
い
る
暇
も
な
く
次
の
訓
練
や
実
習
が
や
っ

て
く
る
。
実
習
の
中
に
は
、
他
の
科
を
経
験
す
る
転
科
実

習
も
あ
る
。

実
習
生
に
と
っ
て
は
怖
い
存
在
で
あ
る
教
官
た
ち
だ

が
、
教
官
か
ら
の
伝
達
事
項
が
う
ま
く
伝
わ
ら
な
か
っ
た

時
や
、
教
官
自
身
が
失
敗
し
た
と
き
は
実
習
生
に
謝
り
、

船
内
の
信
頼
関
係
を
作
る
努
力
を
し
て
い
る
。
あ
る
Ｏ
Ｂ

に
よ
れ
ば
、
謝
り
方
を
見
せ
る
の
も
実
習
の
１
つ
だ
と
語

る
よ
う
に
、
指
揮
官
は
階
級
に
あ
ぐ
ら
を
か
く
の
で
は
な

く
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
人
間
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
実
習
生
に
示
そ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

ま
た
、
体
調
不
良
で
休
ん
で
い
る
教
官
が
実
習
生
に
対

し
て
、「
訓
練
、
ど
う
だ
っ
た
？
」
と
気
に
す
る
な
ど
の
気

遣
い
を
し
つ
つ
も
、
教
え
る
こ
と
の
難
し
さ
に
悩
む
姿
も

見
ら
れ
た
。

航
海
中
に
は
、
エ
ン
ジ
ン
が
停
止
し
、
船
の
電
源
が
喪

失
し
た
こ
と
を
想
定
し
た
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
も
あ

る
。
最
初
は
予
告
さ
れ
る
が
、
２
回
目
以
降
は
予
告
な
く

行
わ
れ
る
。
２
回
目
ま
で
は
、
ぎ
こ
ち
な
い
動
き
が
目
立
っ

た
実
習
生
も
回
数
を
重
ね
る
毎
に
、
こ
れ
ま
で
の
復
習
や

次
に
備
え
た
対
策
が
活
き
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
復
旧
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

海
中
転
落
者
に
見
立
て
た
ブ
イ
に
船
を
近
づ
け
て
い
く

接
近
操
船
訓
練
で
は
、
波
や
風
の
影
響
を
受
け
や
す
い
外

洋
で
、
思
う
よ
う
に
操
船
で
き
ず
、
「
大
学
の
沖
合
の
瀬

戸
内
海
と
は
違
う
」
と
感
覚
の
違
い
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が

ら
、
船
を
ゆ
っ
く
り
動
か
す
訓
練
を
繰
り
返
し
行
っ
た
。

ま
た
、
船
が
破
損
・
浸
水
し
た
こ
と
を
想
定
し
た
防
水
部

署
訓
練
で
は
、
噴
き
出
す
水
で
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
な
が
ら
、

７
月
25
日
、
全
て
の
訓
練
と
実
習
を
終
え
た
「
こ
じ
ま
」

は
、
母
港
の
海
上
保
安
大
学
校
練
習
船
桟
橋
を
目
指
し
た
。

途
中
、
地
元
の
人
た
ち
が
Ｕ
Ｗ
（
ご
安
航
を
祈
る
）
旗

を
掲
げ
、
消
防
車
が
放
水
を
し
て
出
迎
え
た
。
実
習
生
は
、

帽
子
を
振
り
な
が
ら
「
た
だ
い
ま
ー
」
と
大
声
で
呼
び

か
け
、
帰
港
へ
の
歓
迎
に
応
え
た
。
呉
の
沖
合
に
は
、

就
役
し
た
ば
か
り
の
練
習
船
「
い
つ
く
し
ま
」
が
見
え
、

船
橋
に
い
た
実
習
生
か
ら
は
「
大
き
い
な
あ
」
と
声
が

上
が
っ
た
。「
い
つ
く
し
ま
」
の
船
体
両
側
に
あ
る
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
に
は
「K

O
J
I
M
A
 
W
e
l
c
o
m
e
 
h
o
m
e

　J
C
G
A
 
K
U
R
E

」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
、
練
習
船
桟
橋
も
目
の
前

に
見
え
て
き
た
。

桟
橋
に
は
、
筒
井
直
樹
大
学
校
長
ら
大
学
幹
部
や
、

家
族
や
関
係
者
が
待
ち
構
え
て
い
る
姿
が
見
え
、
実
習

生
は
舷
側
に
並
び
敬
礼
す
る
登
舷
礼
で
応
え
た
。

着
岸
後
の
帰
港
式
で
榮
和
志
船
長
は
「
遠
洋
航
海
で

し
か
得
ら
れ
な
い
数
多
く
の
貴
重
な
体
験
を
通
し
て
大

き
く
成
長
し
た
も
の
と
確
信
し
て
い
る
」
と
報
告
、
実

習
生
長
の
甘
庶
克
樹
実
習
生
は
「
12
月
に
初
級
幹
部
海

上
保
安
官
と
し
て
現
場
に
配
属
さ
れ
る
が
、
遠
洋
航
海

で
学
ん
だ
知
識
、
技
能
、
精
神
力
を
糧
に
日
本
の
海
の

平
和
と
安
全
を
守
っ
て
い
け
る
よ
う
に
今
後
も
日
々
精

進
し
て
い
き
ま
す
。
」
と
決
意
を
述
べ
た
。
式
典
を
終
え

た
実
習
生
は
久
し
ぶ
り
に
家
族
ら
と
再
会
し
、
成
長
し

た
姿
に
両
親
や
関
係
者
ら
は
一
様
に
目
を
細
め
、
実
習

生
や
乗
組
員
が
全
員
、
無
事
に
遠
洋
航
海
を
終
え
た
こ

と
を
喜
ん
だ
。

実
習
生
は
協
力
し
て
必
死
に
水
を
止
め
よ
う
と
奮
闘
し
て

い
た
。
煙
が
充
満
す
る
中
で
の
消
火
訓
練
な
ど
、
汗
だ
く

に
な
り
な
が
ら
数
々
の
訓
練
を
こ
な
し
、
終
了
後
に
検
討

会
で
問
題
点
を
抽
出
し
、
次
へ
と
繋
げ
て
い
く
日
々
が
繰

り
返
さ
れ
る
。
実
習
生
は
、
教
官
だ
け
で
な
く
、
時
に
は

医
務
官
に
も
相
談
し
な
が
ら
訓
練
計
画
を
作
る
こ
と
も
あ

り
、
様
々
な
面
か
ら
学
習
し
、
事
態
に
対
処
す
る
力
を
つ

け
て
い
く
。

「
現
場
に
行
っ
た
ら
指
揮
者
」
「
誰
か
ら
も
指
摘
さ
れ
な

い
か
ら
、
間
違
っ
て
い
る
こ
と
さ
え
分
か
ら
な
い
」
「
泣

い
て
い
て
も
人
は
助
か
ら
な
い
」
「
こ
の
ま
ま
な
ら
、
現

場
で
け
が
人
が
出
て
後
悔
す
る
」…

…

訓
練
中
、
教
官
と

な
る
主
任
た
ち
は
、
現
場
で
一
緒
に
働
く
仲
間
と
し
て

し
っ
か
り
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
、
実
習
生

に
厳
し
い
言
葉
を
次
々
に
投
げ
か
け
る
。

船
橋
か
ら
見
る
景
色
も
太
平
洋
上
で
は
、
船
を
見
か
け

る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
近
海
か

ら
マ
ラ
ッ
カ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
峡
へ
行
く
と
昼
夜
を
問

わ
ず
多
く
の
船
舶
が
行
き
来
し
て
お
り
、
海
上
交
通
の
要

衝
で
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る
。
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
で
は
、
海

中
転
落
者
の
通
報
を
受
け
、
「
こ
じ
ま
」
も
航
行
船
舶
の

使
命
と
し
て
捜
索
を
実
施
し
、
未
明
に
も
か
か
わ
ら
ず
実

習
生
は
暗
闇
に
包
ま
れ
た
海
面
に
ラ
イ
ト
を
照
ら
し
な
が

ら
懸
命
に
探
し
て
い
た
。

実
習
生
は
、
訓
練
や
実
習
の
合
間
に
各
寄
港
地
の
出
入

港
要
領
も
作
成
す
る
。
航
海
中
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使

え
な
い
た
め
、
図
書
館
や
過
去
に
先
輩
た
ち
が
作
成
し
た

資
料
を
活
用
し
て
作
る
が
、
機
械
翻
訳
の
よ
う
な
不
自
然

な
訳
で
は
主
任
の
Ｏ
Ｋ
は
出
な
い
。
「
過
去
に
チ
ェ
ッ
ク

を
通
っ
て
い
る
通
航
要
領
か
ら
コ
ピ
ー
し
た
文
章
が
、
機

械
翻
訳
で
あ
る
こ
と
を
見
破
ら
れ
て
、
差
し
戻
さ
れ
ま
し

た
」
と
語
学
に
強
い
主
任
の
存
在
は
実
習
生
に
と
っ
て
、

乗
り
越
え
る
べ
き
壁
と
な
っ
て
い
た
。

一
方
で
、
遠
洋
航
海
中
に
は
息
抜
き
と
乗
組
員
や
実
習

生
の
親
睦
を
兼
ね
た
祭
り
も
あ
り
、
実
習
生
た
ち
は
そ
の

企
画
に
も
余
念
が
な
い
。
今
回
は
日
付
変
更
線
と
赤
道
を

往
復
す
る
珍
し
い
ル
ー
ト
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
船
内
で

は
「
４
月
29
日
」
が
２
回
あ
っ
た
一
方
、
「
５
月
31
日
」

が
な
か
っ
た
り
と
遠
洋
航
海
な
ら
で
は
の
日
程
だ
っ
た
。

日
付
変
更
線
や
赤
道
を
通
過
す
る
と
き
に
は
実
習
生
が
集

ま
っ
て
祝
い
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
祭
り
に
笑
み
を
こ

ぼ
し
て
い
た
。

米
国
沿
岸
警
備
隊
を
は
じ
め
、
イ
ン
ド
や
ベ
ト
ナ
ム
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ほ
か
、
海
上
自
衛
隊
の
護

衛
艦
「
い
ず
も
」
と
の
共
同
訓
練
も
行
わ
れ
た
。
米
国
沿

岸
警
備
隊
と
の
捜
索
訓
練
で
は
、
「
こ
じ
ま
」
に
同
乗
し

て
い
る
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｇ
Ａ
の
学
生
も
一
緒
に
捜
索
を
行
っ
た
ほ

か
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
員
と
し
て
同
乗
し
た
各
国
海
上
保
安

機
関
職
員
は
、
本
国
と
の
通
信
訓
練
に
「
こ
じ
ま
」
か
ら

参
加
し
、
国
際
協
力
の
一
翼
を
担
っ
た
。

国
際
感
覚
の
か
ん
養
と
い
う
意
味
で
は
、
同
乗
す
る
Ｕ

Ｓ
Ｃ
Ｇ
Ａ
の
学
生
や
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
等
の
研
修
員
と
同
乗
し

て
過
ご
し
た
経
験
は
寄
港
地
に
お
け
る
交
流
よ
り
も
深
く

実
習
生
の
心
に
残
っ
た
。
海
上
保
安
大
学
校
や
「
こ
じ
ま
」

に
お
け
る
教
官
と
学
生
と
の
接
し
方
と
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｇ
Ａ
に
お

け
る
教
官
と
学
生
と
の
接
し
方
の
違
い
は
実
習
生
に
と
っ

て
新
鮮
な
驚
き
だ
っ
た
よ
う
で
、
自
主
研
究
の
テ
ー
マ
と

し
て
発
表
し
た
実
習
生
も
い
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
等
の

研
修
員
と
し
て
乗
船
し
た
各
国
海
上
保
安
機
関
職
員
か
ら

は
、
各
国
の
歴
史
を
背
景
と
し
た
海
上
保
安
機
関
の
在
り

方
な
ど
を
実
習
生
だ
け
で
な
く
、
若
い
主
任
た
ち
も
学
ん

で
い
た
。

実
習
生
が
慣
れ
な
い
英
語
を
駆
使
し
な
が
ら
必
死
に
Ｕ

Ｓ
Ｃ
Ｇ
Ａ
の
学
生
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
等
の
研
修
員
と
生
活
を
共

に
す
る
中
で
「
お
も
て
な
し
の
心
」
が
通
じ
た
の
か
、「
『
こ

じ
ま
』
で
の
出
来
事
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
」
と
、
フ
ェ
ア

ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
の
挨
拶
を
日
本
語
で
語
る
人
も
い
る

な
ど
、
今
後
に
繋
が
る
交
流
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

ブラックアウト訓練で、トラブルの原因を探る実習生＝5月5日防水部署訓練で、水が噴き出す中、懸命に水を止める実習生＝６月15日

「いつくしま」（左手前）と「こじま」（右奥）遠洋航海を終え家族らと再会を喜ぶ実習生
＝７月25日（広島県呉市・海上保安大学校）

天測を行う航海科の実習生＝4月28日日付変更線通過祭で、バケツの水を浴びせ
られる実習生＝4月29日

火災船への放水を想定した訓練を行う実習生
＝６月２日

煙が充満する中、火災が起きたと想定される
部屋へ向かって進む実習生＝6月２日

一
回
り
成
長
し
た
実
習
生

家
族
ら
と
再
会

か

ん

じ

ゃ

帰港を歓迎する放水を受け、ただいまー」と叫ぶ実習生
＝７月25日（広島県呉市沖）
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遠洋航海
訓練と実習繰り返す日々

「
こ
じ
ま
」
で
は
、
出
港
し
て
す
ぐ
に
行
わ
れ
た
総
員

退
船
部
署
訓
練
を
皮
切
り
に
、
初
級
幹
部
と
し
て
必
要
な

知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
連
日
の
よ
う
に
訓
練

や
実
習
が
行
わ
れ
た
。

訓
練
中
、
「
指
揮
者
に
な
れ
」
と
繰
り
返
す
教
官
を
は

じ
め
、
訓
練
を
統
括
す
る
航
海
長
か
ら
も
「
こ
の
ま
ま
の

レ
ベ
ル
で
は
現
場
で
通
用
し
な
い
」
と
厳
し
い
言
葉
が
飛

ぶ
が
、
泣
い
て
い
る
暇
も
な
く
次
の
訓
練
や
実
習
が
や
っ

て
く
る
。
実
習
の
中
に
は
、
他
の
科
を
経
験
す
る
転
科
実

習
も
あ
る
。

実
習
生
に
と
っ
て
は
怖
い
存
在
で
あ
る
教
官
た
ち
だ

が
、
教
官
か
ら
の
伝
達
事
項
が
う
ま
く
伝
わ
ら
な
か
っ
た

時
や
、
教
官
自
身
が
失
敗
し
た
と
き
は
実
習
生
に
謝
り
、

船
内
の
信
頼
関
係
を
作
る
努
力
を
し
て
い
る
。
あ
る
Ｏ
Ｂ

に
よ
れ
ば
、
謝
り
方
を
見
せ
る
の
も
実
習
の
１
つ
だ
と
語

る
よ
う
に
、
指
揮
官
は
階
級
に
あ
ぐ
ら
を
か
く
の
で
は
な

く
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
人
間
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
実
習
生
に
示
そ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

ま
た
、
体
調
不
良
で
休
ん
で
い
る
教
官
が
実
習
生
に
対

し
て
、「
訓
練
、
ど
う
だ
っ
た
？
」
と
気
に
す
る
な
ど
の
気

遣
い
を
し
つ
つ
も
、
教
え
る
こ
と
の
難
し
さ
に
悩
む
姿
も

見
ら
れ
た
。

航
海
中
に
は
、
エ
ン
ジ
ン
が
停
止
し
、
船
の
電
源
が
喪

失
し
た
こ
と
を
想
定
し
た
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
も
あ

る
。
最
初
は
予
告
さ
れ
る
が
、
２
回
目
以
降
は
予
告
な
く

行
わ
れ
る
。
２
回
目
ま
で
は
、
ぎ
こ
ち
な
い
動
き
が
目
立
っ

た
実
習
生
も
回
数
を
重
ね
る
毎
に
、
こ
れ
ま
で
の
復
習
や

次
に
備
え
た
対
策
が
活
き
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
復
旧
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

海
中
転
落
者
に
見
立
て
た
ブ
イ
に
船
を
近
づ
け
て
い
く

接
近
操
船
訓
練
で
は
、
波
や
風
の
影
響
を
受
け
や
す
い
外

洋
で
、
思
う
よ
う
に
操
船
で
き
ず
、
「
大
学
の
沖
合
の
瀬

戸
内
海
と
は
違
う
」
と
感
覚
の
違
い
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が

ら
、
船
を
ゆ
っ
く
り
動
か
す
訓
練
を
繰
り
返
し
行
っ
た
。

ま
た
、
船
が
破
損
・
浸
水
し
た
こ
と
を
想
定
し
た
防
水
部

署
訓
練
で
は
、
噴
き
出
す
水
で
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
な
が
ら
、

７
月
25
日
、
全
て
の
訓
練
と
実
習
を
終
え
た
「
こ
じ
ま
」

は
、
母
港
の
海
上
保
安
大
学
校
練
習
船
桟
橋
を
目
指
し
た
。

途
中
、
地
元
の
人
た
ち
が
Ｕ
Ｗ
（
ご
安
航
を
祈
る
）
旗

を
掲
げ
、
消
防
車
が
放
水
を
し
て
出
迎
え
た
。
実
習
生
は
、

帽
子
を
振
り
な
が
ら
「
た
だ
い
ま
ー
」
と
大
声
で
呼
び

か
け
、
帰
港
へ
の
歓
迎
に
応
え
た
。
呉
の
沖
合
に
は
、

就
役
し
た
ば
か
り
の
練
習
船
「
い
つ
く
し
ま
」
が
見
え
、

船
橋
に
い
た
実
習
生
か
ら
は
「
大
き
い
な
あ
」
と
声
が

上
が
っ
た
。「
い
つ
く
し
ま
」
の
船
体
両
側
に
あ
る
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
に
は
「K

O
J
I
M
A
 
W
e
l
c
o
m
e
 
h
o
m
e

　J
C
G
A
 
K
U
R
E

」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
、
練
習
船
桟
橋
も
目
の
前

に
見
え
て
き
た
。

桟
橋
に
は
、
筒
井
直
樹
大
学
校
長
ら
大
学
幹
部
や
、

家
族
や
関
係
者
が
待
ち
構
え
て
い
る
姿
が
見
え
、
実
習

生
は
舷
側
に
並
び
敬
礼
す
る
登
舷
礼
で
応
え
た
。

着
岸
後
の
帰
港
式
で
榮
和
志
船
長
は
「
遠
洋
航
海
で

し
か
得
ら
れ
な
い
数
多
く
の
貴
重
な
体
験
を
通
し
て
大

き
く
成
長
し
た
も
の
と
確
信
し
て
い
る
」
と
報
告
、
実

習
生
長
の
甘
庶
克
樹
実
習
生
は
「
12
月
に
初
級
幹
部
海

上
保
安
官
と
し
て
現
場
に
配
属
さ
れ
る
が
、
遠
洋
航
海

で
学
ん
だ
知
識
、
技
能
、
精
神
力
を
糧
に
日
本
の
海
の

平
和
と
安
全
を
守
っ
て
い
け
る
よ
う
に
今
後
も
日
々
精

進
し
て
い
き
ま
す
。
」
と
決
意
を
述
べ
た
。
式
典
を
終
え

た
実
習
生
は
久
し
ぶ
り
に
家
族
ら
と
再
会
し
、
成
長
し

た
姿
に
両
親
や
関
係
者
ら
は
一
様
に
目
を
細
め
、
実
習

生
や
乗
組
員
が
全
員
、
無
事
に
遠
洋
航
海
を
終
え
た
こ

と
を
喜
ん
だ
。

実
習
生
は
協
力
し
て
必
死
に
水
を
止
め
よ
う
と
奮
闘
し
て

い
た
。
煙
が
充
満
す
る
中
で
の
消
火
訓
練
な
ど
、
汗
だ
く

に
な
り
な
が
ら
数
々
の
訓
練
を
こ
な
し
、
終
了
後
に
検
討

会
で
問
題
点
を
抽
出
し
、
次
へ
と
繋
げ
て
い
く
日
々
が
繰

り
返
さ
れ
る
。
実
習
生
は
、
教
官
だ
け
で
な
く
、
時
に
は

医
務
官
に
も
相
談
し
な
が
ら
訓
練
計
画
を
作
る
こ
と
も
あ

り
、
様
々
な
面
か
ら
学
習
し
、
事
態
に
対
処
す
る
力
を
つ

け
て
い
く
。

「
現
場
に
行
っ
た
ら
指
揮
者
」
「
誰
か
ら
も
指
摘
さ
れ
な

い
か
ら
、
間
違
っ
て
い
る
こ
と
さ
え
分
か
ら
な
い
」
「
泣

い
て
い
て
も
人
は
助
か
ら
な
い
」
「
こ
の
ま
ま
な
ら
、
現

場
で
け
が
人
が
出
て
後
悔
す
る
」…

…

訓
練
中
、
教
官
と

な
る
主
任
た
ち
は
、
現
場
で
一
緒
に
働
く
仲
間
と
し
て

し
っ
か
り
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
、
実
習
生

に
厳
し
い
言
葉
を
次
々
に
投
げ
か
け
る
。

船
橋
か
ら
見
る
景
色
も
太
平
洋
上
で
は
、
船
を
見
か
け

る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
近
海
か

ら
マ
ラ
ッ
カ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
峡
へ
行
く
と
昼
夜
を
問

わ
ず
多
く
の
船
舶
が
行
き
来
し
て
お
り
、
海
上
交
通
の
要

衝
で
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る
。
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
で
は
、
海

中
転
落
者
の
通
報
を
受
け
、
「
こ
じ
ま
」
も
航
行
船
舶
の

使
命
と
し
て
捜
索
を
実
施
し
、
未
明
に
も
か
か
わ
ら
ず
実

習
生
は
暗
闇
に
包
ま
れ
た
海
面
に
ラ
イ
ト
を
照
ら
し
な
が

ら
懸
命
に
探
し
て
い
た
。

実
習
生
は
、
訓
練
や
実
習
の
合
間
に
各
寄
港
地
の
出
入

港
要
領
も
作
成
す
る
。
航
海
中
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使

え
な
い
た
め
、
図
書
館
や
過
去
に
先
輩
た
ち
が
作
成
し
た

資
料
を
活
用
し
て
作
る
が
、
機
械
翻
訳
の
よ
う
な
不
自
然

な
訳
で
は
主
任
の
Ｏ
Ｋ
は
出
な
い
。
「
過
去
に
チ
ェ
ッ
ク

を
通
っ
て
い
る
通
航
要
領
か
ら
コ
ピ
ー
し
た
文
章
が
、
機

械
翻
訳
で
あ
る
こ
と
を
見
破
ら
れ
て
、
差
し
戻
さ
れ
ま
し

た
」
と
語
学
に
強
い
主
任
の
存
在
は
実
習
生
に
と
っ
て
、

乗
り
越
え
る
べ
き
壁
と
な
っ
て
い
た
。

一
方
で
、
遠
洋
航
海
中
に
は
息
抜
き
と
乗
組
員
や
実
習

生
の
親
睦
を
兼
ね
た
祭
り
も
あ
り
、
実
習
生
た
ち
は
そ
の

企
画
に
も
余
念
が
な
い
。
今
回
は
日
付
変
更
線
と
赤
道
を

往
復
す
る
珍
し
い
ル
ー
ト
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
船
内
で

は
「
４
月
29
日
」
が
２
回
あ
っ
た
一
方
、
「
５
月
31
日
」

が
な
か
っ
た
り
と
遠
洋
航
海
な
ら
で
は
の
日
程
だ
っ
た
。

日
付
変
更
線
や
赤
道
を
通
過
す
る
と
き
に
は
実
習
生
が
集

ま
っ
て
祝
い
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
祭
り
に
笑
み
を
こ

ぼ
し
て
い
た
。

米
国
沿
岸
警
備
隊
を
は
じ
め
、
イ
ン
ド
や
ベ
ト
ナ
ム
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ほ
か
、
海
上
自
衛
隊
の
護

衛
艦
「
い
ず
も
」
と
の
共
同
訓
練
も
行
わ
れ
た
。
米
国
沿

岸
警
備
隊
と
の
捜
索
訓
練
で
は
、
「
こ
じ
ま
」
に
同
乗
し

て
い
る
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｇ
Ａ
の
学
生
も
一
緒
に
捜
索
を
行
っ
た
ほ

か
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
員
と
し
て
同
乗
し
た
各
国
海
上
保
安

機
関
職
員
は
、
本
国
と
の
通
信
訓
練
に
「
こ
じ
ま
」
か
ら

参
加
し
、
国
際
協
力
の
一
翼
を
担
っ
た
。

国
際
感
覚
の
か
ん
養
と
い
う
意
味
で
は
、
同
乗
す
る
Ｕ

Ｓ
Ｃ
Ｇ
Ａ
の
学
生
や
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
等
の
研
修
員
と
同
乗
し

て
過
ご
し
た
経
験
は
寄
港
地
に
お
け
る
交
流
よ
り
も
深
く

実
習
生
の
心
に
残
っ
た
。
海
上
保
安
大
学
校
や
「
こ
じ
ま
」

に
お
け
る
教
官
と
学
生
と
の
接
し
方
と
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｇ
Ａ
に
お

け
る
教
官
と
学
生
と
の
接
し
方
の
違
い
は
実
習
生
に
と
っ

て
新
鮮
な
驚
き
だ
っ
た
よ
う
で
、
自
主
研
究
の
テ
ー
マ
と

し
て
発
表
し
た
実
習
生
も
い
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
等
の

研
修
員
と
し
て
乗
船
し
た
各
国
海
上
保
安
機
関
職
員
か
ら

は
、
各
国
の
歴
史
を
背
景
と
し
た
海
上
保
安
機
関
の
在
り

方
な
ど
を
実
習
生
だ
け
で
な
く
、
若
い
主
任
た
ち
も
学
ん

で
い
た
。

実
習
生
が
慣
れ
な
い
英
語
を
駆
使
し
な
が
ら
必
死
に
Ｕ

Ｓ
Ｃ
Ｇ
Ａ
の
学
生
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
等
の
研
修
員
と
生
活
を
共

に
す
る
中
で
「
お
も
て
な
し
の
心
」
が
通
じ
た
の
か
、「
『
こ

じ
ま
』
で
の
出
来
事
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
」
と
、
フ
ェ
ア

ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
の
挨
拶
を
日
本
語
で
語
る
人
も
い
る

な
ど
、
今
後
に
繋
が
る
交
流
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

ブラックアウト訓練で、トラブルの原因を探る実習生＝5月5日防水部署訓練で、水が噴き出す中、懸命に水を止める実習生＝６月15日

「いつくしま」（左手前）と「こじま」（右奥）遠洋航海を終え家族らと再会を喜ぶ実習生
＝７月25日（広島県呉市・海上保安大学校）

天測を行う航海科の実習生＝4月28日日付変更線通過祭で、バケツの水を浴びせ
られる実習生＝4月29日

火災船への放水を想定した訓練を行う実習生
＝６月２日

煙が充満する中、火災が起きたと想定される
部屋へ向かって進む実習生＝6月２日

一
回
り
成
長
し
た
実
習
生

家
族
ら
と
再
会

か

ん

じ

ゃ

帰港を歓迎する放水を受け、ただいまー」と叫ぶ実習生
＝７月25日（広島県呉市沖）



かいほジャーナル 98号 1011

教える立場、伝えることの難しさ感じた
森　海斗教官

教官

も り 　 　 　 か い と

映画「海猿」を見て潜水士はかっこいいなあと思っていたら、父親から海上保安庁を勧められたのが、海上保安大学校を受験す
るきっかけでした。入学して上級生から厳しく指導され驚きましたが、学生生活を通じて海上保安庁にはいろいろな業務があると
知って、選択肢が広がりました。海上保安大学校を卒業した後は、警備を主な任務とする巡視船「きい」に配属され、広島サミッ
トをはじめとする警備業務に従事してきました。
教育には以前から興味があったのですが、今年の４月から「こじま」に乗ってみて、改めて教える立場というのは本当に難しい

と感じました。実習生も一人一人考え方が違うし、何回も同じような指導をしていると、自分の伝え方に問題があるのではないか
と悩むときもありました。それでも必死に頑張っている実習生を見て、彼らのためにできる教育を一心に考えようと決意しました。

実習生と一緒にお祭りを楽しんだりするのは好きですし、今の実習生は２年後輩で、大学で一緒に生活をした仲なので、本当は和気あいあいと、ただの
先輩後輩でいたいと思うときもあります。
しかし現場では、近くに先輩がいるケースは少なく、１つ上の主任が 50 代で、指示を受ける士補が同年代だったりしますから、自分が考えている以上

に上の立場になるので人間関係が大事だと思いました。指揮官として振舞わなければならないため、責任感を持ってもらうと同時に人間力を育てなければ
いけないと実習生には伝えるようにしています。

「こじま」で学んだことは現場ではすべて必要になる
金子　慧星
か ね こ 　 　 　 け ん せ い

遠洋航海中、実習生には｢こじま｣で学んだことは、現場へ出るとすべて必要になると話しています。
「こじま｣には今年４月から乗っています。基本に忠実に基礎的なところから実習生に教えています。実習生時代は、なぜそのよ
うな指摘を受けるのか、言葉の真意がつかめませんでしたが、いざ教える側になると、自分も当時の教官と同じ言葉を使っている
と気付きました。
私が実習生として遠洋航海に臨んだ時は新型コロナウイルスが猛威を振るっていた頃で、合同訓練も他国の人の同乗もなく、船

のいないところを航海していただけでしたが、今回の遠洋航海は、すべての寄港地でレセプションが開催され、サンフランシスコ
などで一般公開も開催しました。現地の人と交流することで、国際感覚のかん養を肌で感じるとともに、「これこそ遠洋航海だ｣と

実感しました。
実習生は遠洋航海を経て、意識も技量も上がってきましたが、今の段階で主任として即戦力というには、まだまだです。だからこそ、現場でも貪欲に食

らいついて取り組む姿勢だけは忘れないでほしいと思います。
私も教官になってみると、通常の航海士としての仕事に加え、実習生の指導、訓練の立案など、様々な業務を処理しなければならず、先輩である先代の

教官方の偉大さを改めて感じました。教官とはいえど、自分の仕事の進め方や器量はまだまだ、磨いていかないといけないと思っています。実習生に教え
る傍ら、毎日が私にとっても学びです。
将来的には国際業務に携わることを希望しています。そんな中で、教官という形で「本来の遠洋航海」を経験できたことは良かったと感じています。

海外で文化の違いに驚く

遠洋航海は一言で言うと、「日々勉強の毎日」でした。「こじま」に乗って、これまでにないくらい、考えることが多かったのですが、
事前に考え、綿密に準備をしても、訓練ではうまくいかないことが多く、改善策を考えているうちに次の訓練が来てしまったことも
ありました。
エンジンが止まって、停電してしまうことを想定したブラックアウト訓練も、自身の所掌する船の電源、エンジンのことだけでなく、

他科の行っている操船や通信などを連動して考えなければならず、大変でした。しかしながら船に乗って仕事をする身として本当に
ブラックアウトが起きた時のことを考えて、船で士官として仕事をすることを見据え、しっかりと取り組めました。
遠洋航海に出てからは、教官に言われて分からなかったから調べるのではなく、自分が疑問に思うことを率先して調べるようにな

りました。
指導してくれる教官方は先の先を見ていると感じます。自分が現場に出たら、先を見据える力に加えて、巡視船としての運用など、まだまだ学ぶことがた

くさんあると感じています。また、ベテランで経験豊富な主任機関士は、トラブルが発生しても、豊富な知識から適切な対応を導き出すことができ、指揮官
としての力を発揮するのは、やはり知識に裏付けられた判断力だと強く思いました。
遠洋航海では同期の存在は大きく、自分一人では解決できない問題でも仲間とともに考えることで、何度も助けられました。
また、海外は初経験だったので文化の違いに驚きました。サンフランシスコなどの寄港地では、自由な服装やスタイルをおう歌している人も多かったのが

印象的でした。
今は尖閣諸島などのような現場最前線で働きたいと思っています。また、子供達に安全啓発をする活動にも取り組んでいきたいと考えています。

槇　頼知実習生
ま き 　 　 　 ら い ち

シンガポール入港中に、外国海上保安機関職員と＝7月13日（シンガポール）

Interview
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ブラックアウトが起きた時のことを考えて、船で士官として仕事をすることを見据え、しっかりと取り組めました。
遠洋航海に出てからは、教官に言われて分からなかったから調べるのではなく、自分が疑問に思うことを率先して調べるようにな

りました。
指導してくれる教官方は先の先を見ていると感じます。自分が現場に出たら、先を見据える力に加えて、巡視船としての運用など、まだまだ学ぶことがた

くさんあると感じています。また、ベテランで経験豊富な主任機関士は、トラブルが発生しても、豊富な知識から適切な対応を導き出すことができ、指揮官
としての力を発揮するのは、やはり知識に裏付けられた判断力だと強く思いました。
遠洋航海では同期の存在は大きく、自分一人では解決できない問題でも仲間とともに考えることで、何度も助けられました。
また、海外は初経験だったので文化の違いに驚きました。サンフランシスコなどの寄港地では、自由な服装やスタイルをおう歌している人も多かったのが

印象的でした。
今は尖閣諸島などのような現場最前線で働きたいと思っています。また、子供達に安全啓発をする活動にも取り組んでいきたいと考えています。

槇　頼知実習生
ま き 　 　 　 ら い ち

シンガポール入港中に、外国海上保安機関職員と＝7月13日（シンガポール）

Interview
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三管区
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海難や悪質･巧妙化する密輸･密航等の事犯に迅速かつ的確に対応する
ため､平成12年から導入された緊急通報用電話番号です。　

油の排出等を発見したとき

海の｢事件・事故｣は118番!

事前登録制
無 料

｢いつ｣｢どこで｣｢なにがあったか｣などを簡潔に落ち着いて通報してください。
GPS機能を「ON」にした携帯電話で通報すると、正確な位置の把握につながります。

右のコードを読み取る、
または entry@net118.jp

手順に従い事前登録をお願いします。

通報のポイント

＼ 聴覚や発話に障がいがある方へ ／ NET118

海難､人身事故に
遭遇した、または
目撃したとき

密漁･密輸･密航事犯等の
情報を得たとき

油の排出等を
発見したとき

不審船､漂流･
漂着木造船を
発見したとき

に空メールを送信し､返信されたメールの案内


